
様式第９号 総合操作盤の概要表記載要領 

 

① 総 合 操 作 盤  ・品名・型式、製造会社名並びに監視場所の階及び室名を記入する。 

             ・音響装置及び表示方法について該当するものにチェックする。 

             ・常用電源の電圧を記入する。 

             ・該当する非常電源にチェックし、蓄電池設備にチェックした場合、電圧及び容量

を記入する。 

             ・消防用設備等及び避難設備・建築設備等のうち設置する設備にチェックする。 

② 工 事 者 区 分  ・工事区分別に工事会社名及び連絡先を記入する。 

③ そ の 他  ・耐火電線等に接続部が生じる場合、該当する工法名を記入する。詳細については

４.⑵ ⑨による。 

 



 

総 合 操 作 盤 の 概 要 表 
様式第９号 

① 
 

総

合

操

作

盤 

品 名 ・ 型 式 ○ ○ ○ ○ ○ 

音 響 装 置 □ベル ・ □ブザー ・ □音声警報 ・ その他（        ） 

表 示 方 法 □ ＬＣＤ ･ □ＣＲＴ ･ □ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾊﾟﾈﾙ ･ □窓 ･ その他（     ） 

製 造 会 社 名 ○○○株式会社 

監視場所(副監視)(遠隔監視) 地上  １    階      防災センター     室 

電 源 
常 用 電 源 ＡＣ  １００  Ｖ 

非 常 電 源 □非常電源専用受電設備･□非常電源(自家発電設備)･□蓄電池設備 DC  Ｖ  AH 

消
防
用
設
備
等 

□ 屋 内 消 火 栓 設 備 □ ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 □ 水 噴 霧 消 火 設 備 

□ 泡 消 火 設 備 □ 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 □ ハロゲン化物消火設備 

□ 粉 末 消 火 設 備 □ 屋 外 消 火 栓 設 備 □ 自 動 火 災 報 知 設 備 

□ ガス漏れ火災警報設備 □ 放 送 設 備 □ 誘 導 灯 

□ 排 煙 設 備 □ 連 結 散 水 設 備 □ 連 結 送 水 管 

□ 非 常 コ ン セ ン ト 設 備 □ 無 線 通 信 補 助 設 備 □ 

避
難
設
備
・
建
築
設
備
等 

□ 排 煙 設 備 □ 非 常 用 の 照 明 設 備 □ 機 械 換 気 

□ 空 気 調 和 □ 非 常 用 エ レ ベ ー タ ー □ 防火区画（構成機器設備） 

□ 防煙区画（構成機器設備） □ 非 常 錠 設 備 □ Ｉ Ｔ Ｖ 設 備 

□ ガ ス 緊 急 遮 断 弁 □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

   

   

   

② 
工事者区分 
 

電 源 工 事 ○○○株式会社     TEL：（○○○）○○○‐○○○○ 

配 線 工 事         同 上 

配 線 工 事 同 上 

機器の取付工事 同 上 

機器の取付工事  

機器の取付工事  

③
そ
の
他 

耐熱電線 ・・・・・ テープ巻式分岐接続工法 

備考 １ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

   ２ 選択肢の併記してある欄は、該当事項の□印内をチェックすること。 

   ３ 工事者区分欄には、設備会社名等を記入すること。 

✓ 

✓ 

✓ 

✓ ✓  

✓ 

✓ 

✓ ✓ 

✓ 

✓ 

✓ ✓ ✓ 


